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Asaselfpromotionaltool,insertionofthefaceimageorthelogooftheorganizationtowhichaperson

belongs,intothecallingcardisbecomingpopular.Thispaperdescribesthetechniquesneededtocreatea

callingcardimagedatabaseSystem.

Notonlythename,addressandtelephonnumbersbutalsothefaceimageandlogoshouldbeinputin-

tosuchadatabasesystem.

Forthis,theunderstandingofcallingcardimages,therecognitionofnamecharacters,thedatacom-

pressionandthestorageofimagedataareinvestigated.

100callingcardswerereadintothedatabaseandstoredona1.4MBfloppydisc.

1 まえがき

近年の社会構造の複雑化,多様化に伴い,自己PR

技術も変化してきている｡その一つとして,近年では,

名刺の人物を連想し易いように名刺にその人の写真や

会社のマークなどが印刷してあり,従来の名刺に比べ

てレイアウトが多様化している｡また,名刺をもらっ

た方も,記憶のために,面会日等をメモ書きしたりす

る｡このような多様なレイアウトやメモ書きをイメー

ジデータとして記憶できれば,その人のことをより鮮

明に思い出すことができる｡

従来の名刺管理システムは,氏名や住所などを分離

及び抽出し,住所録等のような形にしてリストアップ

するものであり,単なるデータの整理を目的としてい

た｡このようなシステムでは,自己PRのために工夫

したレイアウトやメモ書きが捨てられてしまい役にた

っていない｡

本論文では,名刺をすべて画像として,パソコンに

入力し,そして名前をインデックスとして再び名刺画

象をイメージとして読み出す名刺画像データベースシ

ステムの構築を目的とする｡

ユーザは名刺の塑及び向きを判別せずに名刺画像を

パソコンに入力する｡名刺の型及び向きがさまざまな

ので,名刺画像のデータベース化のためには,システ

ムが名刺の型及び向きを自動判B'FjL,氏名文字の切り

出し及び認識をし,認識した氏名をデータベースのイ

ンデックスとする必要がある｡

画像として取り込まれた名刺は,名刺画像の情報を

そのままディジタル化すると情報量が非常に多いので

大量の名刺画像を蓄積することが困難である｡そのた

め,データ圧縮が必須である0

本論文の構成として,名刺の特徴とデータベース機

能を2で,データベース化の関連技術を3で述べる｡

最後に実験の結果を4で述べる｡
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2 名刺の特徴とデータベース機能

名刺の文書として特徴を調べるため,文献及び200

枚の名刺を対象として調査した｡その結果,名刺の標

準的な大きさは90mmX55mmあり,名刺の型は図1

に示すように3つの種額があることが分かった｡しか

し,`̀縦型横書き''の名刺は少なく,今回調査した200

枚の名刺中にもほとんどなかったため,本研究では横

型横書きと縦型縦書き2つの基本的な型の名刺100枚

について検討した｡

図1:名刺の型

名刺の文書構造は,図2に示すように所属が記述さ

れている領域 (organization-region),氏名が記述さ

れている領域 (name-region),住所が記述されてい

る領域 (address-region)の3つの領域が存在してお

り,それらの領域のレイアウトは,ほぼ決まっている｡

横型横書きの名刺

anization-regIOn

name-reg10n

ddreSSイ8g10n

縦型縦書きの名刺

図2:名刺の文書構造

基本的には,横型の名刺は,文字列が横書き,かつ,

左上に organization-regionが,中間に name-region

が,右下に address-regionがそれぞれ書かれている｡

同様に,縦型の名刺は文字列が縦書き,かつ,右上に

organization-regionが中間にname-regionが,左下に

address-regionがそれぞれ書かれている｡各領域間の

岸巨離が領域内の構成要素である各文字間の距離よりも

明らかに大きい｡

名刺の文字の書体としては,ゴシック体と明朝体の

2種類がある｡氏名が大体名刺の中間にある｡また,

氏名文字の間はほとんどの場合離れており,かつ,氏

名文字のサイズは他の領域の文字と比較して平均よ

り大きい｡address-regionの文字サイズは比較的小さ

く,かつ,文字サイズの変化は少ない｡

名刺画像の画面のサイズは氏名文字の認識及び名刺

画像の情報量に大きな影響を及ぼす｡また,名刺画像

の階調数は画像の晶質に影響を及ぼすので,文字の認

識に影響を及ぼす｡そのため,適当な名刺画像の画面

のサイズ及び名刺画像の階調数を選ぶことが重要であ

る｡本システムでは,イメージスキャナを介して256

階調,150DPI,名刺の1.5倍の大きさで横型名刺と

縦型名刺を混ぜてパソコンに取り込む｡取り込まれた

各256階調数の名刺画像によって背景,対象物の明る

さ (輝度値)がさまざまなので,それに合わせて閥値

を選んで,二値化を行なう｡

次に,名刺の文書構造を利用して,名刺画像の向き

入力画像

-一丁- 占クイメージスキャナ

図3:名刺管理システムの概要
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の自動判別,氏名文字の切り出しおよび認識,名刺画

像のデータ圧縮などを行なって名刺画像のデータベー

スを作成する.名刺を検索する際,データベースに保

存されている名刺のデータを読み出し,情報領域を復

元して,横型の名刺であれば,そのまま,縦型の名刺

であれば,名刺画像を見易い向きに回転して,名刺の

イメージを表示する｡名刺管理システムの構成を図3

に示す｡

3 データベースの関連技術

名刺画像データベースシステムの作成には,名刺画

像データが使用されるため,画像認識 (向きの判別,

文字認識)を行ない,また,大量の名刺画像が蓄積さ

れるため,画像のデータ圧縮を行なう必要がある｡以

下では,主な関連技術について述べる｡

3.1 名刺の型及び向きの判別

ほとんどの名刺には,〒マークとTEL文字列があ

る｡〒マークという文字のサイズや書体などが異なっ

ても,〒マークの特徴はほとんど変わらない｡また,

Tという文字の特徴量の変化が他の文字より小さいこ

とに着目する｡〒マークのみでは,向きを判定できな

い場合でも,TEL文字列を使用することで判定率を

向上させる.本研究では,〒マークと,TEL文字列

のTを,名刺の塑及び向きを判別する基準とする｡

調査の結果,〒マークとT文字を持つ領域の文字は

他の領域の文字より小さく,,150DPI入力の場合で

は,縦幅と横幅の両方共6画素より大きく,かつ,25

画素より小さいことが分かった｡こq)性質を利用して

名刺画像で〒マークとT文字を持つ領域の文字を検索

及び抽出して,画像認識の技術を使用し,〒マークお

よびTEL文字列のTを判断することにより名刺の型

および向きを識別する｡

名刺に持つ〒マークは大体図4(a),(b)に示すように

2種類がある｡また,名刺の文字の書体には,ゴシッ

ク体と明朝体があるので,図4(C),(d)に示すように2

種類のT文字がある｡そのため,2種類の〒マーク及

び2種類のT文字を識別する必要がある｡

パターン認識の方法について,テンプレートマッチ

ング,ゾンデ法などいくつかの方法がある｡テンプレー

トマッチングは,対象画像の中から,ある特定の形状

を抽出してテンプレート画像とし,雪ンプレート画像
と入力画像の重なりの度合が大きいほど,パターンが

似ているとみなす方法である｡ゾンデ法は,あらかじ

め設定された教本の直線と,パターンの交点の数を特

徴パラメータとする方法である｡
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図4:名刺の型及び向きの判別
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名刺に持つ〒マーク,T文字のサイズが小さい,ま

た,文字の太さがさまざまなので,辞書に登録してい

る標準の〒マーク,T文字との重なりの度合が小さい

場合が多い｡そのため,テンプレートマッチングでは

認識率が低くなる｡そのため,本研究では,ゾンデ法

を使用した｡

まず,前処理として,図4に示すように抽出した情

報領域の縦及び横の幅を4分割し,横5本と縦5本の

直線を設定する｡〒,Tの判断の方法は以下の通りで

あ五

1.〒マークの判断

直線Tl,T2,T3とデータの交差回数は2,直

線Y2,Y3とデータの交差回数は1である｡また,

直線T2の位置の縦の方向にY4の位置から連続した

黒い線がある｡その連続線の長さは矩形の高さの1/
2より長く,かつ,3/4より短い｡直線YO,Yl

(あるいは,YO,Y2)の位置の横の方向に矩形の

横の幅とほぼ同じ長さの連続した黒い線がある｡

以上の条件を満たす場合,上向きの〒マークである

と判断する｡

2.ゴシック体のTの判断

直線Tl-,T2,T3,Yl,Y2,Y3とデータ

の交差回数は1である｡また,直線T2の位置の縦の

方向に矩形の高さとほぼ同じ長さの連続した黒い線が

ある｡また,■直線YOの位置の横の方向に矩形の横の

幅とほぼ同じ長さの連続した黒い線がある｡

以上の条件を満たす場合,上向きのゴシック体のT

であると判断する｡

3.明朝体のTの判断

直線Tl,T2,T3とデータの交差回数は2,1,

2,直線Yl,Y2,Y3とデータの交差回数は3,

1,1である｡T2の位置の縦の方向に矩形の高さと

ほぼ同じ長さの連続した黒い線がある｡また,直線

YO一,Y4の位置の横の方向の中間に,矩形の横の幅

の約2/3の長さの連続した黒い線がある｡

以上の条件を満たす場合,上向きの明朝体のTであ

ると判断する｡

同じ方法で左向き,右向き,あるいは下向きの〒マー

クとTの判断ができる｡

以上の結果より,もし上向きあるいは下向きの (〒,

T)があれば横型の名刺と判断する｡もし左向きある

いは右向きの (〒,T)があれば縦型の名刺と判断す

る｡

OA徽■嬢允
M.Dシステム

〒850轟岬朽大濁町2番28号(馳 レ2F)
TEL･FAX(OSEiB)28･6186

(a).二値化名刺画像

田園蘭E3 薗 岳当

(b).氏名を持つ領域の切り出し

日 高 誠

(C).氏名文字の切り出し

図5:名刺の氏名文字の切り出し例
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3.2 氏名文字の切り出し及び認識

名刺では,氏名が大体名刺の中間にある｡また,氏

名文字の間は,ほとんどの場合離れており,かつ,氏

名文字のサイズは他の領域の文字と比較して平均より

大きい｡この名刺のレイアウトに特有の性質を利用し

て,氏名文字の切り出しを行なう｡

まず,名刺画像の上から1/4の位置から順番にⅩ

方向を左から右へ走査する｡連続する二行を比較し,

-行目に情報がなく (全て白画素である),かつ,二

行目に情報がある (少なくとも一つ黒画素がある)場

令,文字情報の開始と判断し,二行目のY座標を記憶

する｡､また,一行目の情報があり,かつ,二行目に情

報がない場合,文字情報の終了と判断し,一行目のY

座標を記憶する｡この操作を一行ずつずらしながら画

像の上から3/4の位置まで行なう｡氏名文字の縦幅

は他の文字より大きいので,氏名を持つ領域のY方向

の1回目の座標 (syl,eyュ)を求める｡

次に,syrと eylの間で左から順番にY方向を上

から下へ走査する｡Y座標と同じ方法で (行と列は逆

になる),Ⅹ座標 (sx,ex)を求める｡走査するとき,

文字の間が5画素より小さい場合⊥塊とする｡

氏名の文字の大きさはさまざまなので,もう一度Y

座標を走査しなければならない｡この際,縦方向にい

くつかの部分に分かれている文字もあるので (̀三'

の文字など),今回の走査方法は,sxとexの間をsyl

から eylまで順番に2行ずつ走査し,情報があった

ら,sy2とし,次に eylから sylまで順番に2行ず

つ走査し,情報があったら,ey2とする｡

氏名の文字の間はほとんどの場合離れているが,一氏

名の左側の肩書きの文字の間は離れていない場合と離

れている場合がある｡離れている場合,氏名の最大文

字の幅と比較して,8画素より小さい (縦の幅と横の

幅の両方)場合は,氏名の文字ではないと判断できる｡

離れていない場合は一塊となり,縦と横の大きさが

明らかに異なるので,氏名の文字ではないと判断でき

る｡しかし,縦幅が5画素より小さい時 -̀'とみな

して残す｡

以上の方法により,氏名文字を見つけて切り出すこ

とができるO図5に名刺画像から氏名文字を切り出し

た例を示す｡

次に画像認識の技術を用いて,名刺から切り出した

氏名の文字の認識を行なう｡

まず,図6(a)に示すように切り出した文字の領域の

横および縦の幅を4分割し,横3本と縦3本の基準線

を設定する｡この時,幅の大きさが4の倍数ではない

場合,直接4分割して基準線を設定すると,基準線が

＼
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(a).横縦線の設定
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(b).斜線の設定

図6:氏名の文字の認識
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1または2画素分上下または左右にずれる｡名刺の文

字は小さいため,1または2画素のずれが生じれば大

きさが違う同じ文字でも交差回数が異なることがあ

る｡これは誤認識の原因となる｡このため,直接に4

分割するのではなく,1/2更に1/2という処理を行

なう｡基準線を設定するときは,四捨五入を用いる｡

文字は横幅と高さが異なる場合もあるので (極端な

例では -̀'という文字など),取り出した文字の横

幅と高さを比較し,大きい方を一辺とする正方形のメ

モJT)を確保して,､その中央に取り出七た文章を配置す

る｡

この後,図6(b)に示すように正方形の2本の対角線

を基準線として設定する｡更に,横の中点と縦の中点

を結ぶ4本の直線を基準線として設定する｡

これらの設定された12本の基準線と文字の交差する

回数を特徴量とする｡切り出した氏名文字の特徴量と

辞書に登録している文字の標準特徴量との距離を求

め,最も短い登録文字を同じ文字として,その文字の

∫ISコードを辞書から取り出す｡

同じ氏名文字の読み方はいくつかあるが,その文字

のJrSコサ ドは唯一である｡そのため,本研究では,

辞書に漢字のローマ字ではなく,JISコー ドを登録

している｡

辞書に登録している文字の特徴量と切り出した氏名

文字め特徴量の距離Dは,次の式のように2乗和で定

義すてる｡

ll

D-∑(Mj-Ij)2
メ-0

ただし,M,･は辞書に登録している文字の特徴量,Zj

は切り出した氏名文字の特徴量である｡

3.3 名刺画像情報の圧縮

名刺は,情報領域 (文字やマークなど情報を持つ領

域)が白地 (背景)に比べて少ないため,二値化され

た名刺画像で情報領域の座標を検索および記憶し∴残

った白地を削除することにより,情報量を圧縮する｡

情報領域の座標を検索するとき,1つの領域に対し

て,その左上,右下の2つの座標,すなわち,4つの

数値を記憶する必要がある｡記憶する領域の面積が少

なく,白地の削除を行うと,かえって,情報量が増え

る場合がある｡そのため,各領域について,削除する

白地の情報量と座標の情報量を比較し,抽出する領域

の大きさを決定する必要がある｡

2つの座標 (4つの数値)を記憶するには8バイト

必要である｡また,1画素当たり8ビット割り当てら

れている｡従って,文字間領域が64ビット以下の時は

合併,64ビットを越える時は分･割とすることにより,

最適な情報削減が可能となる｡

白地を削減した名刺画像のデータにおいて,自画素

あるいは黒画素が,ある程度連続していることも多い｡

そのため,ランレングス符号化により,データをさら

に減らすことができる｡

名刺画像を再生するとき,まず,データベースに保

存されている名刺画像のデータを読み出し,ランレン

グス符号を復号化する｡次に,名刺画像と同じ大きさ

のメモリを確保し,全て1(白地)を書き込む｡その

後,各情報領域毎に記録している情報領域の座標を用

いて,その情報領域をメモリ上の適切な位置で書き込

むことにより,名刺画像情報を復元する｡

3.4 修正処理

郵便マーク (〒)と隣の郵便番号 (数字)が接触し

ている場合,情報領域を切り出す時,郵便マーク (〒)

と郵便番号を一つの情報領域として矩形に切り出して

しまうことがある｡また,`̀郵便番号'',"電話''など

漢字あるいは片仮名で書かれている,即ち,〒マーク

とTEL文字列がない場合がある｡

この場合,名刺の型及び向きの判別を間違えたり,

或いは,できなくなったりする｡そのため,修正の処

理が必要である｡

本システムでは,次のような修正の処理を行なう｡

1.名刺のデータをデータベースに追加するとき

名刺をデータベースに追加する時,二億名刺画像を

表示しながら,向き方向の判別,文字の認識,データ

の圧縮などを行なって,名刺のデータをデータベース

に追加する｡この時,名刺の文字の方向が間違ってい

た場合,人手により修正する｡

2.データベースから名刺を検索するとき

探したい名刺がデータベースから見つかった場合,＼

名刺のイメージを再生する｡この時∴違った向きで名

刺のイメージが再生されていれば,人手によりデータ

ベース中の "向き''データを,正しい向きに修正する｡

4.実験の結果

本研究では,名刺の塑および向きの自動判別,名刺

の氏名文字の抽出および認識,名刺画像のデータ圧縮

について,イメージスキャナを介して100枚の名刺を

用いて実験を行なった｡結果を表 1及び表2に示す｡

使用した100枚の名刺は,70枚の横型横書き,30枚

の縦型縦書きの基本的に名刺である｡
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表 1.向きの判別及び氏名文字の認識の結果

実験内容名刺 〒或はT 氏名文字抽 出 認 識 抽 出 認 識

横型横書き70枚 65枚 64枚 67枚 67枚

縦型縦書き30枚 27枚 26枚 28枚 27枚

全 体 92枚 90枚 95枚 94枚

表2.名刺画像のデータ圧縮の結果

実験の内容 名刺画像の情報量 圧縮率(in/out)

圧縮前 160890バイト

白地の削除のみ(100枚の平均値) 22191バイト 13.79%

白地の削除後ランレングス符号化(100枚の平均値) 9292バイト 5.78%

5.ま と め

本論文では,名刺を画像としてデータベース化する

方法について検討した｡その結誠次のような成果を得た｡

･〒マークあるいはTは92%の割合で名刺画像から正

しく抽出できた

･名刺の型および向きは90%の割合で正しく判別でき

た

･名刺の氏名文字は95%の割合で名刺画像から正しく

抽出できた

･氏名文字は94%の割合で正しく認識できた

･名刺画像の情報量は約6%に圧縮できた

･1.4メガバイトのフロッピーディスクに約100枚の名

刺のデータを登録可能であった
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･基本的な横型横書き名刺,縦型縦書き名刺のデータ

ベースを作成した

しかし,名刺の型及び向きの判別率,名刺画像から

の氏名文字の抽出率,氏名文字の認識率,および名刺

画像の情報量の圧縮率については,まだまだ改善の余

地があると考えられる｡また,今回の検討は名刺の文

書構造の認識に重点をおいたため,名刺の文書レイア

ウトが,比較的に簡単なものを実験対象とし,データ

ベースの検索キーについても,氏名だけの単純なもの

であった｡そのため,今後の課題として次のことが上

げられる｡

･氏名文字の抽出率と認識率などの向上

･文書レイアウトが複雑な名刺についての検討

･会社名の文字認識による,名刺画像の会社名のイン

デックス化
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